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ステークホルダへの提供価値をデザインする（1/10）

• 【タイトル】ステークホルダへの提供価値をデザインする

• 【状況】

DX（Digital Transformation)の実現、又は新規サービス創出を検討している．

• 【問題】

DX実現や新規デジタルサービスは，多様なステークホルダが関与するエコシステムで

実現するケースが多い．しかし、エコシステムを形成する際に参加者の利害が衝突し頓

挫するケースも少なくない．

• 【問題が発生する理由】

今までの要求獲得は顧客への価値提供を中心にデザインすることが多かった．しかし，

DXで実現するサービスは，顧客だけでなく関係する全てのステークホルダへの価値提

供を検討する必要がある．

• 【解決策】

関係するすべてのステークホルダの抱える悩み（課題）とその背景にある文脈を分析し，

どのような価値を提供する必要があるのかを洗い出す．その上で提供する価値がどのよ

うに連鎖・循環してサービス全体を構成するのかをデザインし検証する．
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• 【適用例】

• テーマ：被災住民に蓄電池やEV自動車の形で電気を届けるサービスプラットフォー

ムを構築する[4]．

• 課題

近年頻発している台風や大雨，地震などの自然災害によって発電所や電力供給設

備が被害を受け，大規模停電が発生すると日常生活に大きな支障をきたす．また，

災害時に送配電線に被害を受けると停電も長期に及ぶ．

• 課題解決

災害時に被災住民に電気を迅速かつ的確に運ぶ仕組みをプラットフォームとして

提供する．そのためには複数のステークホルダが協力するビジネススキームを実

現する必要がある．

• デザイン方法

最初にOnion Model [1]を使って関係するステークホルダを明確にする．次に

VPC(Value Propositin Canvas) [2]を使って，それぞれのステークホルダが抱え

る悩み（課題）とその文脈を分析し，ステークホルダへ提供する価値をデザイン

する．最後にCVCA(Customer Value Chain Analysis) [3]を使って，ステークホ

ルダ間の価値の連鎖や循環を確認し，サービスとしての実現性を検証する．
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ステークホルダへの提供価値をデザインする（3/10）
＜ステークホルダを洗い出す＞
• Onion Modelを使ってステークホルダの立ち位置の違いをリングで表現する．

住民

電力会社 発電機や蓄電池
保有者

社会全体

パートナー

顧客

サービス
提供者

損害保険会社

プラット
フォーマー

運送会社

タクシー会社

自治体

各リングごとに関係する
ステークホルダの立ち位
置の違いを表現する．

DXでは協業パートナー
（エコシステム）が重要．

間接的に関係す
ると思われるス
テークホルダも
抽出する．

• 各リングごとにビジネスに関係するステークホルダをすべて洗い出す．



© 2021 JISA REBOK DX編パターン記述 5

ステークホルダへの提供価値をデザインする（4/10）
＜ステークホルダの価値分析を行う＞

＜住民（顧客）の場合＞

Value Proposition Customer Segment

課題解決によって
ステークホルダが
うれしいこと

ステークホルダが
解決したい課題

課題を解決する際
の悩み。解決に至
らない理由

ステークホルダに
もたらす価値(うれ
しくさせるもの）

価値提供の手段
(サービス）

課題解決の方法
(どのように悩みを
取り除くか)

・停電になっても電気が使える．

・停電時に早急に電
気を復旧してもら
いたい．

・自前で発電機や蓄電池は
持てない．

・停電時に早急に電気が使える

・電気を被災者に届ける

・電気を持っ
ている人と電
気が必要な人
をマッチング
させる．

・Customer Segmentは，ステークホルダの解決したい課題を中心に洗い出す．
・Value Propositionは，ステークホルダに対し，サービス事業者が提供する価値を洗い出す．
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ステークホルダへの提供価値をデザインする（5/10）

＜発電機や蓄電池保有者の場合＞

Value Proposition Customer Segment

課題解決によって
ステークホルダが
うれしいこと

ステークホルダが
解決したい課題

課題を解決する際
の悩み。解決に至
らない理由

ステークホルダに
もたらす価値(うれ
しくさせるもの）

価値提供の手段
(サービス）

課題解決の方法
(どのように悩みを
取り除くか)

・発電機や蓄電池が
有効利用されることはうれしい．

・発電機や蓄電池は
自分が非常時にしか
使わない

・持っている発電機や蓄電池を
災害者に運ぶ手段がない．

・使っていない発電機や蓄電
池を被災者に届ける．

・運送会社やタクシー会社
に電気（発電機，蓄電池）
を運んでもらう．

・電気を持っ
ている人，運
べる人をマッ
チングさせる．

＜ステークホルダの価値分析を行う＞

・Customer Segmentは，ステークホルダの解決したい課題を中心に洗い出す．
・Value Propositionは，ステークホルダに対し，サービス事業者が提供する価値を洗い出す．

・無償では厳しい
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ステークホルダへの提供価値をデザインする（6/10）

＜運送関係者の場合＞

Value Proposition Customer Segment

課題解決によって
ステークホルダが
うれしいこと

ステークホルダが
解決したい課題

課題を解決する際
の悩み。解決に至
らない理由

ステークホルダに
もたらす価値(うれ
しくさせるもの）

価値提供の手段
(サービス）

課題解決の方法
(どのように悩みを
取り除くか)

・停電時に何かの役
に立ちたい．

・運ぶ電気（発電機，蓄
電池）をもっていない．

・被災者に電気を届けること
ができる．

・発電機や蓄電池を
受け取って被災者に
運ぶ．

・電気を届けることがで
きたら役に立てる．・電気を持っ

ている人，運
べる人をマッ
チングさせる．

＜ステークホルダの価値分析を行う＞

・Customer Segmentは，ステークホルダの解決したい課題を中心に洗い出す．
・Value Propositionは，ステークホルダに対し，サービス事業者が提供する価値を洗い出す．

・無償では厳しい
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ステークホルダへの提供価値をデザインする（7/10）

＜損保会社の場合＞

Value Proposition Customer Segment

課題解決によって
ステークホルダが
うれしいこと

ステークホルダが
解決したい課題

課題を解決する際
の悩み。解決に至
らない理由

ステークホルダに
もたらす価値(うれ
しくさせるもの）

価値提供の手段
(サービス）

課題解決の方法
(どのように悩みを
取り除くか)

・災害時の助けになる
新たな価値の保険が提

供できる．

・新たな保険サービス
の開発

・停電発生時の電気供給
オペレーションの仕組み
を作る必要がある．

・保険適用時の電気供給
オペレーションを代替し
てもらえる．

・新たな保険が提供する価値を
他社との協業で生み出せる．

・新保険を活
用したサービ
スを提供

・関係者に資
金が回る仕組
みを提供

＜ステークホルダの価値分析を行う＞

・Customer Segmentは，ステークホルダの解決したい課題を中心に洗い出す．
・Value Propositionは，ステークホルダに対し，サービス事業者が提供する価値を洗い出す．
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ステークホルダへの提供価値をデザインする（8/10）
＜ステークホルダ間の価値の連鎖・循環を確認する＞
• CVCAを使って各ステークホルダへの価値提供の連鎖ができているか検証する．
• ビジネス(価値/資金)として実現性があるか検証する．

住民

保険料 電力会社

発電機や
蓄電池保有者

保険会社

自治体

プラット
フォーマー

輸送事業者

被災状況
情報

使用料

貸出料

輸送料

貸出依頼

輸送依頼

発電機
蓄電池
貸出

♥
災害時に
電気をお届け

♥
保険での保障

発電機
蓄電池
を輸送

停電情報

停電情報♥
住民に安心
を提供

被災者を支
援できる喜
び

被災者を支
援できる喜
び

復旧まで被
災者を困ら
せなくて済
む

災害に強い
街をアピー
ルできる

新たな保険
サービスが
開発できる

新規サービ
スの創出
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• 【期待効果】

• 関係するすべてのステークホルダの抱える悩み（課題）とその背景にある文脈を

分析し，どのような価値を提供する必要があるのかを洗い出すことで，価値分析

を起点とする要求獲得が可能となる．

• 提供する価値がどのように連鎖・循環してサービス全体を構成するのかをデザイ

ンすることでビジネス検証(価値/資金)ができる．

• 顧客だけでなく，関係するステークホルダへの提供価値を捉えることで，エコシ

ステムでのWinWinの関係をデザインすることができる．

• 知情意の観点では，「情」「意」のバランスを保つことで従来からのステークホ

ルダ分析が強化される．
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